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●
す
べ
て
の
項
目
で
「
期
待
ど

お
り
」
以
上
の
評
価

　

次
に
掲
げ
る
３
分
野
の
重
点
事
項

15
項
目
に
つ
い
て
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

①
学
校
教
育
の
分
野
で
は
、
充
実
し

た
活
力
あ
る
学
習
環
境
の
整
備
な
ど

４
項
目

②
幼
児
教
育
の
分
野
で
は
、
充
実
し

た
活
力
あ
る
学
習
環
境
の
整
備
な
ど

５
項
目

③
生
涯
学
習
の
分
野
で
は
、「
豊
か

さ
と
活
気
」
に
あ
ふ
れ
、
学
び
続
け

る
猪
苗
代
の
創
造
な
ど
６
項
目

　

以
上
の
項
目
に
関
し
て
、
Ａ
～
Ｅ

の
５
段
階
評
価
を
行
っ
た
結
果
、
次

の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ａ
＝
な
し
、
Ｂ
＝
４
項
目
、
Ｃ
＝
11

項
目
、
Ｄ
＝
な
し
、
Ｅ
＝
な
し

▼
充
実
し
た
活
力
あ
る
学
習
環
境
の

整
備

　

統
合
に
よ
り
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
ど

の
よ
う
に
運
行
さ
れ
る
か
保
護
者
に

不
安
が
あ
っ
た
が
、
説
明
会
を
行
い

聞
く
機
会
を
設
け
た
こ
と
は
良
か
っ

た
。

▼
「
生
き
る
力
」
の
基
礎
を
培
う
教

育
活
動
の
実
践
、
支
援

　

子
ど
も
た
ち
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ス
マ
ホ
を
簡
単
に
操
作
し
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
が
不
必
要
で
危
険
な
情

報
を
目
に
し
た
り
、
依
存
に
繋
が
る

こ
と
が
心
配
さ
れ
る
。
子
ど
も
の
心

身
は
発
達
段
階
に
あ
り
、
ネ
ッ
ト
犯

罪
、
情
報
モ
ラ
ル
、
誹
謗
中
傷
な
ど

ダ
メ
な
こ
と
を
家
庭
、
学
校
で
教
え

な
が
ら
利
用
し
て
ほ
し
い
。

▼
「
確
か
な
学
力
」
を
育
む
授
業
づ

く
り
の
実
践
、
支
援

　

先
生
方
が
研
修
会
で
情
報
交
換
を

行
い
自
己
研
鑽
し
て
、
子
ど
も
た
ち

に
還
元
し
て
ほ
し
い
。
年
長
児
が
よ

り
早
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
小
学
校
生
活

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
令
和
５
年
度
に
お
け
る
教
育
に
関
す
る
事
務
の
管
理
と
執
行
状
況

に
つ
い
て
、
外
部
の
学
識
経
験
者
に
よ
る
点
検
・
評
価
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

評
価
結
果
に
つ
い
て
、
町
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
の
で
、
概
要
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

に
な
じ
め
る
よ
う
、
幼
小
連
携
・
情

報
交
換
の
場
を
多
く
持
と
う
と
し
て

い
る
点
が
評
価
で
き
る
。
今
後
も
幼

小
の
情
報
交
換
の
場
を
多
く
持
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

▼
「
健
や
か
な
体
」
を
つ
く
る
教
育

活
動
の
実
践
、
支
援

　

体
力
・
運
動
能
力
向
上
の
た
め
指

導
主
事
が
各
学
校
で
指
導
を
し
て
い

る
こ
と
は
、
町
独
自
の
取
り
組
み
で

評
価
で
き
る
。

▼
「
家
庭
の
教
育
力
」
の
回
復

　

保
護
者
と
の
連
携
を
密
に
し
、
信

頼
関
係
を
構
築
出
来
て
い
る
こ
と
は

大
変
素
晴
ら
し
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
お

た
よ
り
を
配
信
し
て
い
る
こ
と
は
大

変
評
価
で
き
る
。

▼
「
豊
か
さ
と
活
気
」
に
あ
ふ
れ
、

学
び
続
け
る
猪
苗
代
の
創
造

　

学
び
い
な
で
は
様
々
な
事
業
が
開

催
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
伸
び
代
が

あ
る
と
感
じ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
拡

充
を
期
待
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
評
価
結
果
の
詳
細
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
評
価
基
準
】
Ａ
＝
期
待
以
上
、

Ｂ
＝
や
や
上
回
る
、
Ｃ
＝
期
待
ど

お
り
、
Ｄ
＝
や
や
下
回
る
、
Ｅ
＝

期
待
以
下

教
育
委
員
会
の
活
動
状
況
に
関

す
る
評
価
結
果
を
公
表
し
ま
す

筑波大学附属小の大野桂教諭による猪苗代第二小で実施した算数・数学授業研究会

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

教
育
委
員
会　

教
育
総
務
課

☎（
62
）５
６
７
７

●水道料金（口径 13mm の場合）
　（改定前）基本料金 1,210 円＋水量料金 3,300 円＝ 4,510 円（税込み）
　（改定後）基本料金 1,210 円＋水量料金 5,280 円＝ 6,490 円（税込み）　  　　　 1,980 円増
●下水道使用料
　（改定前）基本料金 1,430 円＋従量使用料 3,311 円＝ 4,741 円（税込み）
　（改定後）基本料金 1,430 円＋従量使用料 3,971 円＝ 5,401 円（税込み）　　　　  660 円増
●水道料金・下水道使用料合算
　（改定前）水道料金 4,510 円＋下水道使用料 4,741 円＝ 9,251 円（税込み）
　（改定後）水道料金 6,490 円＋下水道使用料 5,401 円＝ 11,891 円（税込み）　　2,640 円増

　上下水道施設（建物や管路）の老朽化対策と経営基
盤の安定化を図るのに必要な財源確保のため、水道料
金と下水道使用料の改定を行います。
　今後も安全で良質な水道水を将来にわたって供給す
るため、そして生活環境の向上と猪苗代湖をはじめと
する限りある水質保全を維持し続けるためにもご理解
とご協力をお願いします。
　改定内容は、町ホームページからも確認できます。
▶改定の内容

【水道料金】
　使用した水量により算出される水量１㎥当たり、現
行料金に 66 円（税込み）を加算します。

【下水道使用料】
　現在の料金体系は、１～ 10㎥分の使用水量は基本
使用料に含まれておりますが、改定後は、10㎥以内
の使用水量に対しても使用料金がかかるようになりま
す。１～ 10㎥の使用の場合は、使用水量× 22 円（税
込み）が加算されます。
　11㎥以上は、使用した水量により算出される水量
１㎥当たり、現行料金に 22 円（税込み）を加算します。

【水道料金】

▶改定時期

【下水道使用料】

水道料金・下水道使用料を改定します

水量料金（税込み）／１㎥につき

使用水量 改定前 改定後

１～ 10㎥ 77 円 143 円

11 ～ 20㎥ 110 円 176 円

21㎥以上 143 円 209 円

臨時使用料 275 円 341 円

従量使用料（税込み）／１㎥につき

使用水量 改定前 改定後

１～ 10㎥ 基本使用料に含む 22 円

11 ～ 20㎥ 162.8 円 184.8 円

21 ～ 30㎥ 168.3 円 190.3 円

31 ～ 40㎥ 173.8 円 195.8 円

41 ～ 50㎥ 179.3 円 201.3 円

51㎥以上 184.8 円 206.8 円

一時使用汚水 374 円 396 円

令和６年 12月請求分から変わります

検針月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

メーター検針は、
25 日から翌月５
日までに行いま
す。

検針日
冬季認定　１月～４月

検針日

新料金旧料金

４人家族の平均的な使用水量（１カ月 30㎥使用）で料金を比較すると

※令和６年 12 月分（12 月 16 日発送予定）の請求分から改定します。

●
具
体
的
な
評
価
の
主
な
内
容

【問い合わせ先】　上下水道課　水道管理係　☎（62）5622
　　　　　　　　上下水道課　下水道係　　☎（62）5633

老朽化対策が必要な猪苗代浄化センター


